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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　名前をマッチングさせるためのコンピュータにより実施される方法であって、
　マッチング対象の名前を含む入力を受信するステップであって、前記名前が複数の単語
を含む、ステップと、
　前記名前に対応する第1の名前セットを決定するステップであって、前記第1の名前セッ
トが複数の要素を含む、ステップと、
　標準名前セットを生成するために、類似度に基づいて前記複数の単語のそれぞれを前記
複数の要素のそれぞれとマッチングさせるステップと、
　前記名前の1つまたは複数の名前の文字が標準名前の1つまたは複数の標準名前の文字と
は異なるにもかかわらず、前記名前が前記標準名前セット内の少なくとも1つの標準名前
と同義であると判定するステップであって、前記マッチング対象の名前が前記標準名前セ
ット内の前記少なくとも1つの標準名前と同義であるかどうかを判定するために、前記マ
ッチング対象の名前に対して、省略形検出、呼称検出、多言語検出、または別名検出のう
ちの少なくとも1つを実行することを含む、ステップと、
　前記マッチング対象の名前のマッチング結果を決定するステップであって、
　　前記マッチング対象の名前が前記標準名前セット内の前記少なくとも1つの標準名前
と同義であるとの判定に応答して、前記少なくとも1つの標準名前を前記マッチング対象
の名前の前記マッチング結果として決定するステップと、
　　前記マッチング対象の名前が前記標準名前セット内の前記少なくとも1つの標準名前
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と同義でないとの判定に応答して、1つまたは複数の類似度アルゴリズムを使用して前記
名前を前記標準名前とマッチングさせることによって前記名前の前記マッチング結果を決
定するステップであって、前記名前のマッチング結果が、前記複数の単語のそれぞれの複
数のマッチング度の重み付き加算を含み、前記複数のマッチング度が、テキストマッチン
グ度、音声マッチング度、および文字列マッチング度を含む、ステップと
　を含む、ステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　マッチングさせる必要がない名前の所定のセットを読み出すステップと、
　前記マッチング対象の名前が名前の前記所定のセット内に含まれないと判定するステッ
プと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の単語のそれぞれをマッチングするステップが、
　前記第1の名前セットの各名前のインデックスを決定するステップであって、前記イン
デックスが前記名前に関連付けられた予め確立された単語を含む、ステップと、
　前記マッチング対象の名前に含まれる各単語を取得するために前記マッチング対象の名
前を分割するステップと、
　前記第1の名前セットのサブセットを取得するために、文字列マッチングアルゴリズム
を使用することによって前記マッチング対象の名前に含まれる各単語と、各インデックス
とに対して類似度マッチングを実行するステップであって、前記サブセットが正常にマッ
チングされた各インデックスによってインデックスされた名前を含み、前記文字列マッチ
ングアルゴリズムが、接頭辞ツリーマッチングアルゴリズム、辞書ツリーマッチングアル
ゴリズム、文字列類似度マッチングアルゴリズム、および発音類似度マッチングアルゴリ
ズムのうちの1つまたは複数を含む、ステップと、
　各サブセットに基づいて前記マッチング対象の名前をマッチングさせるために使用され
る前記標準名前セットを決定するステップと
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記標準名前セット内の前記標準名前に含まれる各単語と、前記マッチング対象の名前
に含まれる各単語との間の類似度に基づいて、前記標準名前セット内の前記名前に含まれ
る各単語を前記マッチング対象の名前に含まれる各単語と、位置合わせされた標準名前セ
ットとして、位置合わせするステップをさらに含み、
　前記名前が前記少なくとも1つの標準名前と同義であると判定することが、
　前記マッチング対象の名前が前記標準名前セット内の前記少なくとも1つの標準名前と
同義であるかどうかを判定するために、前記位置合わせされた標準名前セットに基づいて
前記マッチング対象の名前を検出するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　コンピュータシステムによって実行可能な1つまたは複数の命令を記憶したコンピュー
タ可読記録媒体であって、前記1つまたは複数の命令は、前記コンピュータシステムに、
　マッチング対象の名前を含む入力を受信するステップであって、前記名前が複数の単語
を含む、ステップと、
　前記名前に対応する第1の名前セットを決定するステップであって、前記第1の名前セッ
トが複数の要素を含む、ステップと、
　標準名前セットを生成するために、類似度に基づいて前記複数の単語のそれぞれを前記
複数の要素のそれぞれとマッチングさせるステップと、
　前記名前の1つまたは複数の名前の文字が標準名前の1つまたは複数の標準名前の文字と
は異なるにもかかわらず、前記名前が前記標準名前セット内の少なくとも1つの標準名前
と同義であると判定するステップであって、前記マッチング対象の名前が前記標準名前セ
ット内の前記少なくとも1つの標準名前と同義であるかどうかを判定するために、前記マ
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ッチング対象の名前に対して、省略形検出、呼称検出、多言語検出、または別名検出のう
ちの少なくとも1つを実行することを含む、ステップと、
　前記マッチング対象の名前のマッチング結果を決定するステップであって、
　　前記マッチング対象の名前が前記標準名前セット内の前記少なくとも1つの標準名前
と同義であるとの判定に応答して、前記少なくとも1つの標準名前を前記マッチング対象
の名前の前記マッチング結果として決定するステップと、
　　前記マッチング対象の名前が前記標準名前セット内の前記少なくとも1つの標準名前
と同義でないとの判定に応答して、1つまたは複数の類似度アルゴリズムを使用して前記
名前を前記標準名前とマッチングさせることによって前記名前の前記マッチング結果を決
定するステップであって、前記名前のマッチング結果が、前記複数の単語のそれぞれの複
数のマッチング度の重み付き加算を含み、前記複数のマッチング度が、テキストマッチン
グ度、音声マッチング度、および文字列マッチング度を含む、ステップと
　を含む、ステップと
を行わせる、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６】
　マッチングさせる必要がない名前の所定のセットを読み出すステップと、
　前記マッチング対象の名前が名前の前記所定のセット内に含まれないと判定するステッ
プと
をさらに行わせる、請求項5に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項７】
　前記複数の単語のそれぞれをマッチングするステップが、
　前記第1の名前セットの各名前のインデックスを決定するステップであって、前記イン
デックスが前記名前に関連付けられた予め確立された単語を含む、ステップと、
　前記マッチング対象の名前に含まれる各単語を取得するために前記マッチング対象の名
前を分割するステップと、
　前記第1の名前セットのサブセットを取得するために、文字列マッチングアルゴリズム
を使用することによって前記マッチング対象の名前に含まれる各単語と、各インデックス
とに対して類似度マッチングを実行するステップであって、前記サブセットが正常にマッ
チングされた各インデックスによってインデックスされた名前を含み、前記文字列マッチ
ングアルゴリズムが、接頭辞ツリーマッチングアルゴリズム、辞書ツリーマッチングアル
ゴリズム、文字列類似度マッチングアルゴリズム、および発音類似度マッチングアルゴリ
ズムのうちの1つまたは複数を含む、ステップと、
　各サブセットに基づいて前記マッチング対象の名前をマッチングさせるために使用され
る前記標準名前セットを決定するステップと
を含む、請求項5に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８】
　前記標準名前セット内の前記標準名前に含まれる各単語と、前記マッチング対象の名前
に含まれる各単語との間の類似度に基づいて、前記標準名前セット内の前記名前に含まれ
る各単語を前記マッチング対象の名前に含まれる各単語と、位置合わせされた標準名前セ
ットとして、位置合わせするステップをさらに行わせ、
　前記名前が前記少なくとも1つの標準名前と同義であると判定することが、
　前記マッチング対象の名前が前記標準名前セット内の前記少なくとも1つの標準名前と
同義であるかどうかを判定するために、前記位置合わせされた標準名前セットに基づいて
前記マッチング対象の名前を検出するステップを含む、請求項5に記載のコンピュータ可
読記憶媒体。
【請求項９】
　コンピュータにより実施されるシステムであって、
　1つまたは複数のコンピュータと、
　前記1つまたは複数のコンピュータに動作可能に接続され、かつ1つまたは複数の命令を
記憶したコンピュータ可読記録媒体を備えた1つまたは複数のコンピュータメモリデバイ
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スと
を備え、
　前記1つまたは複数の命令は、前記1つまたは複数のコンピュータによって実行されると
、前記1つまたは複数のコンピュータに、
　マッチング対象の名前を含む入力を受信するステップであって、前記名前が複数の単語
を含む、ステップと、
　前記名前に対応する第1の名前セットを決定するステップであって、前記第1の名前セッ
トが複数の要素を含む、ステップと、
　標準名前セットを生成するために、類似度に基づいて前記複数の単語のそれぞれを前記
複数の要素のそれぞれとマッチングさせるステップと、
　前記名前の1つまたは複数の名前の文字が標準名前の1つまたは複数の標準名前の文字と
は異なるにもかかわらず、前記名前が前記標準名前セット内の少なくとも1つの標準名前
と同義であると判定するステップであって、前記マッチング対象の名前が前記標準名前セ
ット内の前記少なくとも1つの標準名前と同義であるかどうかを判定するために、前記マ
ッチング対象の名前に対して、省略形検出、呼称検出、多言語検出、または別名検出のう
ちの少なくとも1つを実行することを含む、ステップと、
　前記マッチング対象の名前のマッチング結果を決定するステップであって、
　　前記マッチング対象の名前が前記標準名前セット内の前記少なくとも1つの標準名前
と同義であるとの判定に応答して、前記少なくとも1つの標準名前を前記マッチング対象
の名前の前記マッチング結果として決定するステップと、
　　前記マッチング対象の名前が前記標準名前セット内の前記少なくとも1つの標準名前
と同義でないとの判定に応答して、1つまたは複数の類似度アルゴリズムを使用して前記
名前を前記標準名前とマッチングさせることによって前記名前の前記マッチング結果を決
定するステップであって、前記名前のマッチング結果が、前記複数の単語のそれぞれの複
数のマッチング度の重み付き加算を含み、前記複数のマッチング度が、テキストマッチン
グ度、音声マッチング度、および文字列マッチング度を含む、ステップと
　を含む、ステップと
を行わせる、システム。
【請求項１０】
　マッチングさせる必要がない名前の所定のセットを読み出すステップと、
　前記マッチング対象の名前が名前の前記所定のセット内に含まれないと判定するステッ
プと
をさらに行わせる、請求項9に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記複数の単語のそれぞれをマッチングするステップが、
　前記第1の名前セットの各名前のインデックスを決定するステップであって、前記イン
デックスが前記名前に関連付けられた予め確立された単語を含む、ステップと、
　前記マッチング対象の名前に含まれる各単語を取得するために前記マッチング対象の名
前を分割するステップと、
　前記第1の名前セットのサブセットを取得するために、文字列マッチングアルゴリズム
を使用することによって前記マッチング対象の名前に含まれる各単語と、各インデックス
とに対して類似度マッチングを実行するステップであって、前記サブセットが正常にマッ
チングされた各インデックスによってインデックスされた名前を含み、前記文字列マッチ
ングアルゴリズムが、接頭辞ツリーマッチングアルゴリズム、辞書ツリーマッチングアル
ゴリズム、文字列類似度マッチングアルゴリズム、および発音類似度マッチングアルゴリ
ズムのうちの1つまたは複数を含む、ステップと、
　各サブセットに基づいて前記マッチング対象の名前をマッチングさせるために使用され
る前記標準名前セットを決定するステップと
を含む、請求項9に記載のシステム。
【請求項１２】
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　前記標準名前セット内の前記標準名前に含まれる各単語と、前記マッチング対象の名前
に含まれる各単語との間の類似度に基づいて、前記標準名前セット内の前記名前に含まれ
る各単語を前記マッチング対象の名前に含まれる各単語と、位置合わせされた標準名前セ
ットとして、位置合わせするステップをさらに行わせ、
　前記名前が前記少なくとも1つの標準名前と同義であると判定することが、
　前記マッチング対象の名前が前記標準名前セット内の前記少なくとも1つの標準名前と
同義であるかどうかを判定するために、前記位置合わせされた標準名前セットに基づいて
前記マッチング対象の名前を検出するステップを含む、請求項9に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、コンピュータソフトウェア技術の分野に関し、詳細には、名前をマッチング
させるための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人名マッチングは、リスクコントロール分野において非常に重要な技術である。例えば
、リスクコントロールシステムは、決定された無許可ユーザの人名をブラックリストに記
録する。次いで、リスクコントロール動作を実行するとき、現在サービスを実行している
各ユーザについて、各ユーザの人名を、走査してブラックリスト内の人名とマッチングさ
せる。マッチングが成功した場合、ユーザは、無許可ユーザとみなすことができ、ユーザ
のサービスは、特定のリスクを防止するために拒否される。
【０００３】
　人名マッチングは、正確な人名マッチングと、人名のファジーマッチングとに分類する
ことができる。対照的に、人名のファジーマッチングは、適切なファジー度を制御するの
が困難であるので、技術の観点からより困難である。
【０００４】
　既存の技術では、人名のファジーマッチングを実行するために、通常、文字列マッチン
グアルゴリズムが使用され、文字列マッチング度閾値がファジー度を決定する。しかしな
がら、文字列マッチング度閾値は、すべて経験に従って設定される。脱落を低減するため
に、文字列マッチング度閾値は、通常、比較的低い値に設定される。その結果、マッチン
グ精度は、比較的低く、リスクコントロールシステムの誤警報率は、比較的高い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本出願の実装形態は、以下の技術的問題を軽減するために、名前をマッチングさせるた
めの方法および装置を提供する。既存の技術では、比較的低いマッチング精度および比較
的高いシステム誤警報率は、文字列マッチングアルゴリズムを使用することによって人名
のファジーマッチングが実行されるときに起こる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前述の技術的問題を軽減するために、本出願の実装形態は、以下のように実施される。
【０００７】
　本出願の一実装形態は、以下の、マッチング対象の名前を取得するステップと、マッチ
ング対象の名前をマッチングさせるために使用される標準名前セットを決定するステップ
と、マッチング対象の名前が標準名前セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、
名前の文字が同一ではないかどうかを判定するために、マッチング対象の名前を検出する
ステップと、検出結果に基づいて、マッチング対象の名前のマッチング結果を決定するス
テップとを含む、名前をマッチングさせるための方法を提供する。
【０００８】
　本出願の一実装形態は、以下の、マッチング対象の名前を取得するように構成される取
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得モジュールと、マッチング対象の名前をマッチングさせるために使用される標準名前セ
ットを決定するように構成される決定モジュールと、マッチング対象の名前が標準名前セ
ット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判
定するために、マッチング対象の名前を検出するように構成される検出モジュールと、検
出結果に基づいて、マッチング対象の名前のマッチング結果を決定するように構成される
マッチングモジュールとを含む、名前をマッチングさせるための装置を提供する。
【０００９】
　本出願の実装形態において使用される少なくとも1つの技術的解決策は、以下の有益な
効果を達成することができる。名前は、人名を含むことができる。実際には、マッチング
対象の人名は、データ入力時の適時性および不確実性、ならびに人名の多様性のために、
実際の人名とは異なる場合がある。これも、ファジーマッチングを実行する理由である。
本出願の解決策では、この理由のために、マッチング対象の人名は、マッチング対象の名
前が標準名前セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではな
いかどうかを判定するために検出され、検出結果に基づいて人名マッチング結果が決定さ
れる。ファジー度が経験に従って設定された文字列マッチング度閾値を使用することのみ
によって制御される既存の技術と比較すると、本出願は、ファジー度を制御する精度を改
善するのにより助けになる。そのため、マッチング精度は、改善され得、リスクコントロ
ールシステムの誤警報率が低減され得る。したがって、既存の技術における問題のうちの
いくつかまたはすべてが軽減され得る。
【００１０】
　本出願の実装形態または既存の技術における技術的解決策をより明確に説明するために
、以下は、実装形態または既存の技術を説明するために必要とされる添付図面を簡単に説
明する。明らかに、以下の説明における添付図面は、本出願のいくつかの実装形態を単に
示し、当業者は、創造的な努力なしにこれらの添付図面から他の図面を依然として導出す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本出願の一実装形態による、名前をマッチングさせるための方法を示す概略フロ
ーチャートである。
【図２】本出願の一実装形態による、実際の適用シナリオにおいて名前をマッチングさせ
るための方法における予備選別の実装形態を示す概略フローチャートである。
【図３】本出願の一実装形態による、実際の適用シナリオにおいて名前をマッチングさせ
るための方法における統合アルゴリズムを使用することによってファジーマッチングを実
行することの実装形態を示す概略フローチャートである。
【図４】本出願の一実装形態による、実際の適用シナリオにおいて名前をマッチングさせ
るための方法の実装形態を示す概略フローチャートである。
【図５】本出願の一実装形態による、名前をマッチングさせるための装置を示す、図1に
対応する概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本出願の実装形態は、名前をマッチングさせるための方法および装置を提供する。
【００１３】
　当業者に本出願における技術的解決策をよりよく理解させるために、以下は、本出願の
実装形態における添付図面を参照して本出願の実装形態における技術的解決策を明確かつ
総合的に説明する。明らかに、記載された実装形態は、本出願の実装形態のほんのいくつ
かであり、すべてではない。創造的な努力なしに本出願の実装形態に基づいて当業者によ
って得られるすべての他の実装形態は、本出願の保護範囲内に入るものとする。
【００１４】
　上記で説明したように、実際には、マッチング対象の人名は、データ入力時の適時性お
よび不確実性、ならびに人名の多様性(主に、人名の「形状(すなわち、文字)」の変化を
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示す)のために、実際の人名とは異なる場合がある。理解の容易さのために、英語の人名
が例として使用される。英語の人名の一般的なバリエーションタイプおよび例をTable 1(
表1)に示す。
【００１５】
【表１】

【００１６】
　人名をマッチングさせるために文字列マッチング方法のみが使用される場合、特定の文
字を「スペルミスすること」の様々なタイプに対してマッチングが試みられ得ることが可
能である(実際には、マッチングは偶然に成功し、しっかりとした根拠はない)。しかしな
がら、マッチング精度は、他のバリエーションタイプに対しては非常に低い。
【００１７】
　本出願の解決策では、人名が同義であるが人名の文字が同一ではない(言い換えれば、
名前が同義であるが形状において異なる)状況が総合的に考慮され得、さらにマッチング
精度が改善され得るように、省略形検出、呼称(address term)検出、多言語検出、または
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別名検出のような特定の検出が他のバリエーションタイプのために実行され得る。「異な
る形状」は、スペルミスによる「間違い」である異なる形状である可能性があるが、以下
の実装形態では、主に他のバリエーションタイプによる「合理的で正しい」異なる形状で
ある可能性があることに留意することに価値がある。
【００１８】
　本出願の解決策は、人名マッチングに適用可能であるだけでなく、人名以外の名前、例
えば、地名または物体名のマッチングにも適用可能である。
【００１９】
　本出願の解決策について以下に詳細に説明する。
【００２０】
　図1は、本出願の一実装形態による、名前をマッチングさせるための方法を示す概略フ
ローチャートである。手順を実行するプログラムがインストールされ得るデバイスは、限
定はしないが、パーソナルコンピュータ、大型または中型コンピュータ、コンピュータク
ラスタ、モバイルフォン、タブレットコンピュータ、スマートウェアラブルデバイス、車
両機械などを含む。このプロセスは通常、リスクコントロール分野において使用され得、
リスクコントロールシステムまたは関連システムによって実行される。
【００２１】
　図1に示す手順は、以下のステップを含むことができる。
【００２２】
　S101.マッチング対象の名前を取得する。
【００２３】
　本出願の本実装形態では、マッチング対象の名前が属する言語は、限定されず、英語、
ロシア語、スペイン語、または中国語であり得る。説明の容易さのために、以下の実装形
態は、マッチング対象の名前が属する言語が英語である例を使用することによって主に説
明される。
【００２４】
　S102.マッチング対象の名前をマッチングさせるために使用される標準名前セットを決
定する。
【００２５】
　本出願の本実装形態では、標準名前セットは、より大きい名前セットから選別されるサ
ブセットであり得、または、直接より大きい名前セットであり得る。説明の容易さのため
に、ここでの選別は、「予備選別」と呼ばれ得る。例えば、背景でのシナリオでは、より
大きい名前セットは、リスクコントロールシステムによって保持されるブラックリストで
あり得る。
【００２６】
　前の状況では、サブセットは、マッチング対象の名前と類似の名前のみを含むセットで
あり得る。ここでの「類似の」は、類似性をさらに決定する一連の後続の動作が存在する
ので、それほど厳密でなくてもよい。その後「精選別」が実行されることを意味する。そ
の後の精選別の作業量が低減され得、精選別の適切性が改善され得るように、予備選別を
通してマッチング範囲が迅速に低減され得、それは、本出願の解決策の効率を改善するこ
とにつながる。
【００２７】
　S103.マッチング対象の名前が標準名前セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが
、名前の文字が同一ではないかどうかを判定するために、マッチング対象の名前を検出す
る。
【００２８】
　本出願の本実装形態では、検出され決定される必要がある「名前が同義であるが、名前
の文字が同一ではない」は、主にTable 1(表1)内の1つまたは複数のバリエーションタイ
プによって引き起こされ、検出は、以下で詳細に説明する、省略形検出、呼称検出、多言
語検出、または別名検出のような検出のうちの少なくとも1つを含むことができる。
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【００２９】
　本出願の本実装形態では、複数の検出が存在するとき、複数の検出は、順番に連続して
実行され得る。マッチング対象の名前のマッチング結果が検出プロセスにおいて決定され
得る場合、残りの検出が実行されてなくてもよい。確かに、実行効率を改善するために、
複数の検出は、並列して実行され得、次いで、検出結果が要約され得る。
【００３０】
　S104.検出結果に基づいて、マッチング対象の名前のマッチング結果を決定する。
【００３１】
　本出願の本実装形態ではステップS103を実行することによって、マッチング対象の名前
が標準名前セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではない
ことが判定された場合、マッチング対象の名前のマッチング結果は、直接決定され得る。
この状況では、ステップS103における検出プロセスは、実際には、マッチング対象の名前
のマッチングプロセス全体である。
【００３２】
　マッチング対象の名前が、以下の条件、すなわち、マッチング対象の名前が標準名前セ
ット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないことを満たさ
ない場合、マッチング対象の名前のマッチング結果を決定するために、別のマッチング方
法を使用することによって、マッチング対象の名前に対してマッチングがさらに実行され
得る。
【００３３】
　図1に示す方法を通して、名前は、人名を含むことができる。実際には、マッチング対
象の人名は、データ入力時の適時性および不確実性、ならびに人名の多様性のために、実
際の人名とは異なる場合がある。これも、ファジーマッチングを実行する理由である。本
出願の解決策では、この理由のために、マッチング対象の人名は、マッチング対象の名前
が標準名前セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではない
かどうかを判定するために検出され、検出結果に基づいて人名マッチング結果が決定され
る。ファジー度が経験に従って設定された文字列マッチング度閾値を使用することのみに
よって制御される既存の技術と比較すると、本出願は、ファジー度を制御する精度を改善
するのにより助けになる。そのため、マッチング精度は、改善され得、リスクコントロー
ルシステムの誤警報率が低減され得る。したがって、既存の技術における問題のうちのい
くつかまたはすべてが軽減され得る。
【００３４】
　図1における方法に基づいて、本出願の本実装形態は、以下に説明する方法および拡張
解決策のいくつかの実装形態をさらに提供する。
【００３５】
　本出願の本実装形態において、マッチング対象の異なる名前の複雑さは、異なり得、含
まれる情報も異なり得る。少ない量の情報または単純な情報特徴を有するマッチング対象
のいくつかの名前について、マッチングがマッチング対象の名前に対して実行される場合
であっても、得られるマッチング結果の値が期待に達することは困難である。例えば、名
前が、英語の人名「Jim」、「Jimmy」、「David」、「John」、または「Mike」のような
単純で一般的すぎる場合、マッチングが成功しても、特定の人を決定するのは困難である
。
【００３６】
　この状況による名前マッチングのために使用される処理リソースの浪費を軽減するため
に、マッチング対象の名前は、マッチングを続けるかどうかを判定するために、取得され
た後に最初にフィルタリングされ得る。加えて、マッチング対象の名前がホワイトリスト
に含まれている場合、同様の問題が存在し、マッチング対象の名前はまた、この方法を使
用することによって処理され得る。
【００３７】
　ステップS101およびS102について、マッチング対象の名前が取得された後、マッチング
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対象の名前をマッチングさせるために使用される標準名前セットが決定される前に、以下
のステップ、すなわち、マッチングされる必要がない名前の所定のセットを取得するステ
ップと、マッチング対象の名前がマッチングされる必要がない名前のセット内に含まれる
かどうかを判定するステップと、そうである場合、後続のステップを実行し続けるステッ
プとがさらに実行され得る。そうでなければ、マッチング対象の名前に対してマッチング
が実行されなくてもよい。
【００３８】
　本出願の本実装形態では、(「予備選別」の以前の状況に対応する)ステップS102の実施
は、説明のための例として使用される。ステップS102について、マッチング対象の名前を
マッチングさせるために使用される標準名前セットを決定することは、以下、すなわち、
マッチング対象の名前をマッチングさせるために使用され得る第1の名前セットを決定す
ることと、マッチング対象の名前に含まれる各単語と、第1の名前セット内の名前に含ま
れる各単語とに対して類似度マッチングを実行することによって、マッチング対象の名前
をマッチングさせるために使用される標準名前セットを決定することとを含むことができ
る。
【００３９】
　類似度マッチングを実行する方法の複数の実装形態も存在する。単語分割マッチングが
マッチング対象の名前に対して実行され得、またはフルテキストマッチングがマッチング
対象の名前に対して実行され得る。
【００４０】
　単語分割マッチングの一例では、マッチング対象の名前に含まれる各単語と、第1の名
前セットに含まれる各単語とに対して類似度マッチングを実行することによって、マッチ
ング対象の名前をマッチングさせるために使用される標準名前セットを決定することは、
以下、すなわち、第1の名前セットに含まれる各名前のインデックスを取得することであ
って、名前のインデックスが名前に含まれる任意の単語である、取得することと、マッチ
ング対象の名前に含まれる各単語を取得するためにマッチング対象の名前を分割すること
と、第1の名前セットのサブセットを取得するためにマッチング対象の名前に含まれる各
単語と各インデックスとに対して類似度マッチングを実行することとを含むことができる
。取得されるサブセットは、正常にマッチングされた各インデックスによってインデック
スされた名前を含み、各サブセットに基づいて、マッチング対象の名前をマッチングさせ
るために使用される標準名前セットを決定する。
【００４１】
　前述の例におけるインデックスは、予め確立され、インデックスに基づいて単語分割マ
ッチングを実行することの利点は、マッチングプロセスにおいてセット内に必要な名前を
取得する速度が効果的に加速され得ることである。単語分割マッチングがインデックスに
基づいて実行されない場合、効率が影響を受ける可能性があることを除いて、単語分割マ
ッチングが依然として実施され得る(例えば、セットを格納するデータテーブルが、単語
分割マッチングのためのSelect文を使用することによって、必要とされる名前について直
接問い合わされる)。
【００４２】
　さらに、マッチング対象の名前に含まれる各単語と、各インデックスとに対して類似度
マッチングを実行することは、以下、すなわち、文字列マッチングアルゴリズムを使用す
ることによって、マッチング対象の名前に含まれる各単語と、各インデックスとに対して
類似度マッチングを実行することを含むことができ、文字列マッチングアルゴリズムは、
1つまたは複数のアルゴリズム、例えば、接頭辞ツリーマッチングアルゴリズム、辞書ツ
リーマッチングアルゴリズム、文字列類似度マッチングアルゴリズム、および発音類似度
マッチングアルゴリズムを含むことができる。ここで、文字列マッチングアルゴリズムを
使用することが単によりよい方法であるか、または、類似度マッチングを実施するために
使用され得るテキストマッチングアルゴリズムのような別のアルゴリズムが使用され得る
。
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【００４３】
　各サブセットに基づいてマッチング対象の名前をマッチングさせるために使用される標
準名前セットを決定する複数の実装形態が存在し得る。例えば、Nの文字列マッチングア
ルゴリズムが使用される場合、単語分割を通して取得されるMの単語の各々について、各
文字列マッチングアルゴリズムが、Nのサブセットを対応して取得するために単語を各イ
ンデックスとマッチングさせるために使用される。次いで、Nのサブセットの和集合が取
られる。Mの和集合の合計が取得され、Mの和集合における発生総数が指定された閾値を超
える各名前が選択され、標準名前セットとして決定される。別の例について、Nのサブセ
ットが取得され、次いで、Nのサブセットの共通部分が取られ、標準名前セットとして決
定される。
【００４４】
　「予備選別」プロセスについて上記で説明した。理解の容易さのために、本出願の実装
形態は、図2に示すように、実際の適用シナリオにおいて名前をマッチングさせるための
方法における予備選別の実装形態を示す概略フローチャートをさらに提供する。
【００４５】
　実際の適用シナリオにおいて、第1の名前セットが英語の人名のリストであり、リスト
内の各名前のインデックスが予め決定され(対応する名前以外の関連情報がインデックス
を使用することによってインデックスされ得る)、インデックスがインデックスに対応す
る名前内の単語であり、各インデックスがインデックスに対応する単語を一次キーとして
使用することによって確立されるインデックステーブル内に含まれ、マッチング対象の名
前が英語の人名「Kit Wai Jackson Wong」であり、人名を分割するための区切り文字とし
てスペースが使用されると仮定し、単語分割結果がTable 2(表2)に示されている。
【００４６】
【表２】

【００４７】
　図2において、M=4であり、単語分割結果は、{Kit, Wai, Jackson, Wong}である。4つの
マッチングアルゴリズム、すなわち、マッチング結果1、2、3、および4を使用することに
よって取得される単一の単語のインデックスに対応する名前セットを出力するために、単
語分割を通して取得される各単語は、接頭辞ツリーマッチングアルゴリズム、辞書ツリー
マッチングアルゴリズム、文字列類似度マッチングアルゴリズム(Simstringアルゴリズム
など)、および発音類似度マッチングアルゴリズム(metaphoneアルゴリズムなど)を使用す
ることによって、各インデックスとマッチングされる。
【００４８】
　各単語の総合的なマッチング結果を取得するために、各単語のマッチング結果の和集合
が取られる。
【００４９】
　少なくとも2つの総合的なマッチング結果に含まれる名前がセットを形成するために選
択され、セットは、生成された予備選別結果として使用される。
【００５０】
　本出願の本実装形態では、標準名前セットが決定された後、マッチング対象の名前は、
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検出され得る。しかしながら、検出の前に1つまたは複数のタイプの前処理がさらに実行
され得る。前処理は、その後の検出結果の信頼性を改善するのに役立つ。前処理は、位置
合わせ処理、大文字および小文字の統一処理、簡略化された伝統的な処理などを含むこと
ができる。
【００５１】
　一例として位置合わせ処理が使用される。ステップS103について、マッチング対象の名
前を検出する前に、以下の処理、すなわち、標準名前セット内の名前に含まれる各単語と
、マッチング対象の名前に含まれる各単語との間の類似度に基づいて、標準名前セット内
の名前に含まれる各単語をマッチング対象の名前に含まれる各単語と位置合わせすること
がさらに実行され得る。
【００５２】
　実際には、類似度に基づいて位置合わせ処理を実行することの原理は、類似度ベースの
最大化原理とすることができる。具体的には、最大の類似度を有する単語を含む名前の位
置が位置合わせされる。
【００５３】
　例えば、マッチング対象の名前が「Kate Lee Smith」であり、標準名前セット内の「Sm
ith Catherine Lee」のような名前の位置合わせ結果がTable 3(表3)に示されていると仮
定する。
【００５４】
【表３】

【００５５】
　さらに、位置合わせ処理が実行されると、ステップS103について、マッチング対象の名
前を検出することは、以下、すなわち、マッチング対象の名前が標準名前セット内の少な
くとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判定するために
、位置合わせされた標準名前セットに基づいてマッチング対象の名前を検出することを含
むことができる。
【００５６】
　本出願の本実装形態では、ステップS103における検出は、人名のファジーマッチングの
マッチング精度を改善するための重要な部分である。ステップS103について、マッチング
対象の名前を検出することは、以下、すなわち、マッチング対象の名前が標準名前セット
内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判定す
るために、マッチング対象の名前に対して、省略形検出、呼称検出、多言語検出、または
別名検出のうちの少なくとも1つを実行することを含む。いくつかの検出について、以下
に個別に説明する。
【００５７】
　本出願の本実装形態では、頭字語検出が省略形検出において最も一般的である。頭字語
検出に加えて、部分詞の省略による省略形検出が存在する。一実装形態では、マッチング
対象の名前に対して省略形検出を実行することは、以下、すなわち、所定の省略形対比組
合せデータを取得することであって、各省略形対比組合せが、少なくとも1つの単語と、
単語の省略形との間の省略形マッピング関係を反映する、取得することと、省略形対比組
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合せデータに基づいて、マッチング対象の名前に含まれる単語が標準名前セット内の名前
に含まれる単語との省略形マッピング関係を有するかどうかを検出することと、検出結果
に基づいて、マッチング対象の名前が標準名前セット内の少なくとも1つの名前と同義で
あるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判定することとを含むことができる。
【００５８】
　例えば、英語の人名「Ben Williams」が「B. Williams」と略される場合があると前も
って決められている場合、「Ben Williams」および「B. Williams」は、省略形対比組合
せとして使用され得る。マッチング対象の名前および標準名前セット内の名前が省略形対
比組合せであることが検出された場合、名前が同義であるが、名前の文字が同一ではない
状況が存在すると判定され得る。
【００５９】
　本出願の本実装形態では、マッチング対象の名前に対して呼称検出を実行することは、
以下の、すなわち、所定の呼称データを取得することと、マッチング対象の名前が呼称を
含むかどうかを検出することであって、呼称が、呼称を含む名前の意味に影響を及ぼさな
いとみなされる、検出することと、検出結果に基づいて、マッチング対象の名前が標準名
前セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうか
を判定することとを含むことができる。
【００６０】
　人名に関して、呼称は、一般に、尊称(Mr.またはMiss.など)または肩書き(Dr.またはPr
of.など)のような、元の人名の少なくとも一部に添えられる単語である。人名マッチング
環境では、呼称は、呼称に対応する元の人名の少なくとも一部の意味に影響を及ぼさない
。したがって、マッチング対象の名前が呼称を含み、呼称以外の他の部分が標準名前セッ
ト内の名前と一致する可能性があると判定された場合、マッチング対象の名前が標準名前
セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないと判定され
得る。
【００６１】
　本出願の本実装形態では、マッチング対象の名前に対して別名検出を実行することは、
以下、すなわち、所定の別名対比組合せデータを取得することであって、各別名対比組合
せが、少なくとも1つの単語と、単語の別名との間の別名マッピング関係を反映する、取
得することと、別名対比組合せデータに基づいて、マッチング対象の名前に含まれる単語
が、標準名前セット内の名前に含まれる単語との別名マッピング関係を有するかどうかを
検出することと、検出結果に基づいて、マッチング対象の名前が標準名前セット内の少な
くとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判定することと
を含むことができる。
【００６２】
　実際には、別名は、別名に対応する名前のニックネーム(例えば、Table 1(表1)中のMic
kは、Mikeyのニックネーム)、または別の分野における別名に対応する名前の同義語名を
含むことができる。後者について、異なる分野は、異なる地域(例えば、異なる国または
異なる州)、異なる言語(例えば、異なる国の言語または異なる国籍の言語)、異なる産業
などであり得る。
【００６３】
　対応して、以下のうちの少なくとも1つが実行され、すなわち、マッチング対象の名前
のニックネームが検出されるか、または異なる分野におけるマッチング対象の名前の同義
語名が検出される。
【００６４】
　別名は、別名に対応する名前の意味に影響を及ぼさない。したがって、マッチング対象
の名前が標準名前セット内の名前の別名であると判定された場合、マッチング対象の名前
が標準名前セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではない
と判定され得る。
【００６５】
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　上記で説明した対比組合せデータおよび呼称データの記憶形態は、本出願では限定され
ないことに留意することに価値がある。一般的な方法は、対比組合せデータおよび呼称デ
ータを対応するデータテーブル内に記憶し、データが使用される必要があるとき、データ
ベースからデータを読み取ることである。
【００６６】
　本出願の本実装形態では、マッチング対象の名前に対して多言語検出を実行することは
、以下、すなわち、マッチング対象の名前に対応する言語を決定することと、言語または
別の言語のうちの少なくとも1つの綴り変形同義語規則または綴り変形同音異義語規則の
うちの少なくとも1つを取得することと、マッチング対象の名前が標準名前セット内の少
なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判定するため
に、綴り変形同義語規則または綴り変形同音異義語規則のうちの少なくとも1つに従って
マッチング対象の名前を検出することとを含むことができる。
【００６７】
　多言語検出は、以下の状況、例えば、英語の「Pooh」がドイツ語では「Puh」と綴られ
、これらの2つの単語が人名において現れるときには同義である状況を主に目的とする。
【００６８】
　文字列マッチング度を計算するために使用されるアルゴリズムが以前に実行された検出
において使用され得ることに留意することに価値がある。
【００６９】
　本出願の本実装形態では、検出結果に基づいてマッチング対象の名前のマッチング結果
を決定することは、以下、すなわち、マッチング対象の名前が標準名前セット内の少なく
とも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないと判定された場合、その少な
くとも1つの名前をマッチング対象の名前のマッチング結果として決定すること、または
、そうでない場合(具体的には、前の検出を通してマッチングが失敗したとき)、1つまた
は複数の類似度アルゴリズムを使用することによってマッチング対象の名前を標準名前セ
ット内の名前とマッチングさせることによってマッチング対象の名前のマッチング結果を
決定することを含むことができる。
【００７０】
　本出願の本実装形態では、複数の類似度マッチングは、異なる次元に基づくことができ
、したがって、マッチング結果の信頼性を改善するのに役立つことができる。そのような
着想によれば、類似度アルゴリズムは、テキストマッチング度を計算するために使用され
るアルゴリズム(nグラムアルゴリズムなど)、音声マッチング度を計算するために使用さ
れるアルゴリズム(Phonexアルゴリズムなど)、文字列マッチング度を計算するために使用
されるアルゴリズム(Jaro-Winklerアルゴリズムなど)などであり得る。
【００７１】
　複数の類似度アルゴリズムが使用されるとき、総合的なマッチング結果を得るために、
類似度アルゴリズムに対応するマッチング結果が総合的に測定され得る。測定方法は、本
出願では限定されず、一般的な方法は、重み付け加算である。
【００７２】
　例えば、nグラムアルゴリズムが使用されるとき、アルゴリズム入力は、マッチング対
象の名前に含まれる各単語、および単語の位置合わせされた位置における各単語であり、
アルゴリズム出力は、位置合わせされた単語の各対のテキストマッチング度であり、F1と
表記される。
【００７３】
　Jaro-Winklerアルゴリズムが使用されるとき、アルゴリズム入力は、マッチング対象の
名前に含まれる単語、および単語の位置合わせされた位置における各単語であり、アルゴ
リズム出力は、位置合わせされた単語の各対の文字列マッチング度であり、F2と表記され
る。
【００７４】
　Phonexアルゴリズムが使用されるとき、アルゴリズム入力は、マッチング対象の名前に
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含まれる単語、および単語の位置合わせされた位置における各単語であり、アルゴリズム
出力は、位置合わせされた単語の各対の音声マッチング度であり、F3と表記される。
【００７５】
　以下の式、
　F=w1*F1+w2*F2+w3*F3、ここで、w1+w2+w3=1
において示されるように、テキストマッチング度、文字列マッチング度、および音声マッ
チング度に対して重み付け加算を実行することによって、位置合わせされた単語の各対の
総合的なマッチング度Fが得られる。
【００７６】
　単語の各対の総合的なマッチング度Fに基づいて、平均値を計算することによって、マ
ッチング対象の名前と、標準名前セット内の名前との間のマッチングの結果が得られる。
例えば、Table 3(表3)中の名前の対について、得られたマッチング結果がTable 4(表4)に
示されている。
【００７７】

【表４】

【００７８】
　予備選別後の検出およびマッチングプロセスについては、上記で説明した。このプロセ
スでは、複数のマッチング関連アルゴリズムが使用され得る。本出願の解決策の実施中、
使用され得るアルゴリズムは、統合され得、このプロセスは、統合されたアルゴリズムを
使用することによってファジーマッチングを実行するプロセスである。
【００７９】
　本出願の本実装形態では、統合アルゴリズムを使用することによってファジーマッチン
グが実行された後、特定の規則に基づくなんらかの事後フィルタリングがさらに実行され
得、例えば、マッチング結果のマッチング度は、テキスト記述情報にマッピングされるか
、またはマッチング度は、特定のシナリオに基づいて適切に補償もしくは低減される。
【００８０】
　前述の説明に基づいて、より直感的に、本出願の一実装形態は、図3に示すように、実
際の適用シナリオにおいて名前をマッチングさせるための方法において統合アルゴリズム
を使用することによってファジーマッチングを実行する実装形態を示す概略フローチャー
トをさらに提供する。図3において、様々な方法において様々な検出を実行し、マッチン
グ度を計算するシーケンスは、単なる一例であり、本出願を限定するものではない。
【００８１】
　図3において、マッチング対象の名前のマッチングが前の検出のうちのいずれか1つを介
して成功した場合、マッチング結果が直接出力され得、そうでない場合、マッチング対象
の名前のマッチング結果は、マッチング度計算(例えば、テキストマッチング度計算、音
声マッチング度計算、および文字列マッチング度計算)の1つまたは複数方法を使用するこ
とによって決定され、出力され得る。
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【００８２】
　もちろん、様々な方法における様々な検出およびマッチング度計算も完全に実行され得
、次いで、様々な方法における様々な検出結果およびマッチング度計算結果が、マッチン
グ対象の文字列のマッチング結果を決定するために総合的に考慮され得る。
【００８３】
　さらに、本出願の一実装形態は、図4に示すように、実際の適用シナリオにおいて、名
前をマッチングさせるための方法の実装形態を示す概略フローチャートをさらに提供する
。図4において、特定の規則に基づいて事前決定することは、以下、すなわち、マッチン
グ対象の名前がマッチングされる必要がない名前のセット内に含まれていないかどうかを
判定することをさらに含むことができ、ここで、走査リストインデックスが標準名前セッ
ト内の名前のインデックスである。
【００８４】
　図3および図4におけるステップについては、上記で詳細に説明しており、簡略化のため
に、詳細は、ここでは省略される。
【００８５】
　本出願の本実装形態において提供される名前をマッチングさせるための方法について、
上記で説明している。図5に示すように、同じ発明思想に基づいて、本出願の実施形態は
、対応する装置をさらに提供する。
【００８６】
　図5は、本出願の本実装形態による、名前をマッチングさせるための装置を示す、図1に
対応する概略構造図である。破線は、オプションのモジュールを表し、装置は、以下、す
なわち、マッチング対象の名前を取得するように構成される取得モジュール501と、マッ
チング対象の名前をマッチングさせるために使用される標準名前セットを決定するように
構成される決定モジュール502と、マッチング対象の名前が標準名前セット内の少なくと
も1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判定するためにマッ
チング対象の名前を検出するように構成される検出モジュール503と、検出結果に基づい
てマッチング対象の名前のマッチング結果を決定するように構成されるマッチングモジュ
ール504とを含む。
【００８７】
　オプションで、マッチング対象の名前をマッチングさせるために使用される標準名前セ
ットを決定する前に、決定モジュール502は、マッチングさせる必要がない名前の所定の
セットを取得し、マッチング対象の名前がマッチングさせる必要がない名前のセット内に
含まれないと判定するように構成される。
【００８８】
　オプションでは、決定モジュール502がマッチング対象の名前をマッチングさせるため
に使用される標準名前セットを決定するように構成されることは、以下を含む。
【００８９】
　決定モジュール502は、マッチング対象の名前をマッチングさせるために使用され得る
第1の名前セットを取得し、マッチング対象の名前に含まれる各単語および第1の名前セッ
ト内の名前に含まれる各単語に対して類似度マッチングを実行することによって、マッチ
ング対象の名前をマッチングさせるために使用される標準名前セットを決定するように構
成される。
【００９０】
　オプションで、決定モジュール502が、マッチング対象の名前に含まれる各単語および
第1の名前セット内の名前に含まれる各単語に対して類似度マッチングを実行することに
よって、マッチング対象の名前をマッチングさせるために使用される標準名前セットを決
定するように構成されることは、以下を含む。
【００９１】
　決定モジュール502は、第1の名前セット内に含まれる各名前のインデックスを取得する
ことであって、名前のインデックスが名前に含まれる任意の単語である、取得することと
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、マッチング対象の名前に含まれる各単語を取得するためにマッチング対象の名前を分割
することと、第1の名前セットのサブセットを取得するためにマッチング対象の名前に含
まれる各単語と、各インデックスとに対して類似度マッチングを実行することとを行うよ
うに構成される。取得されるサブセットは、正常にマッチングされた各インデックスによ
ってインデックスされた名前を含み、サブセットに基づいて、マッチング対象の名前をマ
ッチングさせるために使用される標準名前セットを決定する。
【００９２】
　オプションで、決定モジュール502が、マッチング対象の名前に含まれる各単語と、各
インデックスとに対して類似度マッチングを実行するように構成されることは、以下を含
む。
【００９３】
　決定モジュール502は、文字列マッチングアルゴリズムを使用することによって、マッ
チング対象の名前に含まれる各単語と、各インデックスとに対して類似度マッチングを実
行するように構成され、文字列マッチングアルゴリズムは、以下、すなわち、接頭辞ツリ
ーマッチングアルゴリズム、辞書ツリーマッチングアルゴリズム、文字列類似度マッチン
グアルゴリズム、および発音類似度マッチングアルゴリズムのうちの少なくとも1つを含
む。
【００９４】
　オプションで、装置は、以下、すなわち、検出モジュール503がマッチング対象の名前
を検出する前に、標準名前セット内の名前に含まれる各単語と、マッチング対象の名前に
含まれる各単語との間の類似度に基づいて、標準名前セット内の名前に含まれる各単語を
マッチング対象の名前に含まれる各単語と位置合わせするように構成される位置合わせモ
ジュール505をさらに含む。
【００９５】
　検出モジュール503がマッチング対象の名前を検出するように構成されることは、以下
を含む。
【００９６】
　検出モジュール503は、マッチング対象の名前が標準名前セット内の少なくとも1つの名
前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判定するために、位置合わせさ
れた標準名前セットに基づいてマッチング対象の名前を検出するように構成される。
【００９７】
　オプションで、検出モジュール503がマッチング対象の名前を検出するように構成され
ることは、以下、すなわち、検出モジュール503が、マッチング対象の名前が標準名前セ
ット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判
定するために、マッチング対象の名前に対して、省略形検出、呼称検出、多言語検出、ま
たは別名検出のうちの少なくとも1つを実行するように構成されることを含む。
【００９８】
　オプションで、検出モジュール503がマッチング対象の名前に対して省略形検出を実行
するように構成されることは、以下を含む。
【００９９】
　検出モジュールは、所定の省略形対比組合せデータを取得することであって、各省略形
対比組合せが、少なくとも1つの単語と、単語の省略形との間の省略形マッピング関係を
反映する、取得することと、省略形対比組合せデータに基づいて、マッチング対象の名前
に含まれる単語が標準名前セット内の名前に含まれる単語との省略形マッピング関係を有
するかどうかを検出することと、検出結果に基づいて、マッチング対象の名前が標準名前
セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを
判定することとを行うように構成される。
【０１００】
　オプションで、検出モジュール503がマッチング対象の名前に対して呼称検出を実行す
るように構成されることは、以下を含む。
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【０１０１】
　検出モジュール503は、所定の呼称データを取得することと、マッチング対象の名前が
呼称を含むかどうかを検出することであって、呼称が、呼称を含む名前の意味に影響を及
ぼさないとみなされる、検出することと、検出結果に基づいて、マッチング対象の名前が
標準名前セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないか
どうかを判定することとを行うように構成される。
【０１０２】
　オプションで、別名は、別名に対応する名前のニックネーム、または異なる分野におけ
る別名に対応する名前の同義語名を含む。検出モジュール503がマッチング対象の名前に
対して別名検出を実行するように構成されることは、以下を含む。
【０１０３】
　検出モジュール503は、以下、すなわち、マッチング対象の名前のニックネームを検出
すること、または異なる分野におけるマッチング対象の名前の同義語名を検出することの
うちの少なくとも1つを実行するように構成される。
【０１０４】
　オプションで、検出モジュール503がマッチング対象の名前に対して多言語検出を実行
するように構成されることは、以下、すなわち、検出モジュール503が、マッチング対象
の名前に対応する言語を決定し、言語の綴り変形同義語規則または綴り変形同音異義語規
則のうちの少なくとも1つを取得し、マッチング対象の名前が標準名前セット内の少なく
とも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判定するために、
綴り変形同義語規則または綴り変形同音異義語規則のうちの少なくとも1つに従ってマッ
チング対象の名前を検出するように構成されることを含む。
【０１０５】
　オプションで、検出モジュール503がマッチング対象の名前に対して別名検出を実行す
るように構成されることは、以下を含む。
【０１０６】
　検出モジュール503は、所定の別名対比組合せデータを取得することであって、各別名
対比組合せが、少なくとも1つの単語と、単語の別名との間の別名マッピング関係を反映
する、取得することと、別名対比組合せデータに基づいて、マッチング対象の名前に含ま
れる単語が、標準名前セット内の名前に含まれる単語との別名マッピング関係を有するか
どうかを検出することと、検出結果に基づいて、マッチング対象の名前が標準名前セット
内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないかどうかを判定す
ることとを行うように構成される。
【０１０７】
　オプションで、マッチングモジュール504が検出結果に基づいてマッチング対象の名前
のマッチング結果を決定するように構成されることは、以下を含む。
【０１０８】
　マッチングモジュール504は、検出モジュール503が、マッチング対象の名前が標準名前
セット内の少なくとも1つの名前と同義であるが、名前の文字が同一ではないと判定した
場合、マッチング対象の名前のマッチング結果として少なくとも1つの名前を決定し、そ
うでない場合、1つまたは複数の類似度アルゴリズムを使用することによってマッチング
対象の名前を標準名前セット内の名前とマッチングさせることによってマッチング対象の
名前のマッチング結果を決定するように構成される。
【０１０９】
　オプションで、類似度アルゴリズムは、以下、すなわち、テキストマッチング度を計算
するために使用されるアルゴリズム、音声マッチング度を計算するために使用されるアル
ゴリズム、または文字列マッチング度を計算するために使用されるアルゴリズムのうちの
少なくとも1つを含む。
【０１１０】
　オプションで、名前は、人名である。



(19) JP 6860668 B2 2021.4.21

10

20

30

40

50

【０１１１】
　本出願の実装形態において提供される装置は、方法と一対一の対応関係にある。したが
って、装置および方法は、同様の有益な技術的効果を有する。方法の有益な技術的効果に
ついては、上記で詳細に説明しており、したがって、装置の有益な技術的効果は、簡略化
のためにここでは省略される。
【０１１２】
　加えて、前述の装置および方法の適用シナリオは、本出願において限定されない。背景
で言及したリスクコントロール分野(例えば、資金洗浄対策およびユーザ認証のような分
野)に加えて、本出願の解決策は、名前マッチング技法を使用する必要があり得る任意の
他の分野に適用可能である。
【０１１３】
　1990年代において、技術的改善がハードウェアの改善(例えば、ダイオード、トランジ
スタ、またはスイッチのような回路構造に対する改善)であるか、またはソフトウェアの
改善(方法手順に対する改善)であるかは、明確に区別され得る。しかしながら、技術が発
展するにつれて、多くの方法手順に対する現在の改善は、ハードウェア回路構造に対する
直接の改善とみなされ得る。設計者は通常、対応するハードウェア回路構造を得るために
、改善された方法手順をハードウェア回路にプログラムする。したがって、方法手順は、
ハードウェアエンティティモジュールを使用することによって改善され得る。例えば、プ
ログラマブル論理デバイス(PLD)(例えば、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)
)がそのような集積回路であり、PLDの論理機能がデバイスプログラミングを通してユーザ
によって決定される。設計者は、チップ製造業者に特定用途向け集積回路チップを設計お
よび製造することを要求することなく、デジタルシステムをPLDに「統合する」ためにプ
ログラミングを実行する。加えて、現在、集積回路チップを手動で製造する代わりに、そ
のようなプログラミングは、たいていは「論理コンパイラ」ソフトウェアを使用すること
によって実施される。論理コンパイラソフトウェアは、プログラムを開発および記述する
ために使用されるソフトウェアコンパイラと同様である。元のコードは、コンパイルのた
めの特定のプログラミング言語で記述される必要がある。言語は、ハードウェア記述言語
(HDL)と呼ばれる。Advanced Boolean Expression Language(ABEL)、Altera Hardware Des
cription Language(AHDL)、Confluence、Cornell University Programming Language(CUP
L)、HDCal、Java(登録商標) Hardware Description Language(JHDL)、Lava、Lola、MyHDL
、PALASM、およびRuby Hardware Description Language(RHDL)のような多くのHDLが存在
する。超高速集積回路ハードウェア記述言語(VHDL)およびVerilogが最も一般的に使用さ
れる。当業者は、方法手順がいくつかの記述されたハードウェア記述言語を使用して論理
的にプログラムされ、集積回路にプログラムされると、論理的方法手順を実施するハード
ウェア回路が容易に得られ得ることも理解すべきである。
【０１１４】
　任意の適切な方法を使用することによってコントローラが実装され得る。例えば、コン
トローラは、マイクロプロセッサまたはプロセッサ、および、マイクロプロセッサもしく
はプロセッサ、論理ゲート、スイッチ、特定用途向け集積回路(ASIC)、プログラマブル論
理コントローラ、もしくは内蔵マイクロコントローラによって実行され得る(ソフトウェ
アまたはファームウェアのような)コンピュータ可読プログラムコードを記憶するコンピ
ュータ可読媒体であり得る。コントローラの例は、限定はしないが、以下のマイクロプロ
セッサ、すなわち、ARC625D、Atmel AT91SAM、Microchip PIC18F26K20、およびSilicone 
Labs C8051F320を含む。メモリコントローラはまた、メモリの制御ロジックの一部として
実装され得る。当業者は、コンピュータ可読プログラムコードを使用することによってコ
ントローラを実装することに加えて、コントローラが、論理ゲート、スイッチ、特定用途
向け集積回路、プログラマブル論理コントローラ、および内蔵マイクロコントローラの形
態において同じ機能を実装することを可能にするために、方法ステップに対して論理プロ
グラミングが実行され得ることを知る。したがって、コントローラは、したがって、コン
トローラは、ハードウェア構成要素とみなされ得、コントローラにおける様々な機能を実
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装するように構成される装置も、ハードウェア構成要素内の構造とみなされ得る。または
、様々な機能を実装するように構成される装置は、方法を実施するソフトウェアモジュー
ルと、ハードウェア構成要素内の構造の両方とさえみなされ得る。
【０１１５】
　前述の実装形態において示したシステム、装置、モジュール、またはユニットは、コン
ピュータチップもしくはエンティティを使用することによって実装され得、または特定の
機能を有する製品を使用することによって実装され得る。典型的な実装デバイスは、コン
ピュータである。コンピュータは、例えば、パーソナルコンピュータ、ラップトップコン
ピュータ、セルラー電話、カメラ付き携帯電話、スマートフォン、携帯情報端末、メディ
アプレーヤ、ナビゲーションデバイス、電子メールデバイス、ゲームコンソール、タブレ
ットコンピュータ、ウェアラブルデバイス、またはこれらのデバイスの任意の組合せであ
り得る。
【０１１６】
　説明の容易さのために、上記の装置について、機能を様々なユニットに分割することに
よって説明した。確かに、本出願が実施されるとき、ユニットの機能は、1つまたは複数
のソフトウェアおよび/またはハードウェアにおいて実装され得る。
【０１１７】
　当業者は、本開示の実装形態が方法、システム、またはコンピュータプログラム製品と
して提供され得ることを理解すべきである。したがって、本開示は、ハードウェアのみの
実装形態、ソフトウェアのみの実装形態、またはソフトウェアとハードウェアの組合せを
用いる実装形態の形態を使用することができる。さらに、本開示は、コンピュータ使用可
能プログラムコードを含む1つまたは複数のコンピュータ使用可能記憶媒体(限定はしない
が、ディスクメモリ、CD-ROM、光メモリなどを含む)上に実装されるコンピュータプログ
ラム製品の形態を使用することができる。
【０１１８】
　本開示について、本開示の実装形態に基づく方法、デバイス(システム)、およびコンピ
ュータプログラム製品のフローチャートおよび/またはブロック図を参照して説明した。
フローチャートおよび/もしくはブロック図内の各プロセスおよび/もしくは各ブロック、
ならびにフローチャートおよび/もしくはブロック図内のプロセスおよび/もしくはブロッ
クの組合せを実施するために、コンピュータプログラム命令が使用され得ることに留意す
ることに価値がある。これらのコンピュータプログラム命令は、コンピュータ、または別
のプログラム可能データ処理デバイスのプロセッサによって実行される命令がフローチャ
ート内の1つもしくは複数のプロセスおよび/またはブロック図内の1つもしくは複数のブ
ロックにおける指定された機能を実施するためのデバイスを生成するように、機械を生成
するために、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、内蔵プロセッサ、または別のプログ
ラム可能データ処理デバイスのプロセッサに提供され得る。
【０１１９】
　これらのコンピュータプログラム命令は、コンピュータ可読メモリ内に記憶された命令
が指示デバイスを含む人工物を生成するように、特定の方法で動作するようにコンピュー
タまたは別のプログラム可能データ処理デバイスに命令することができるコンピュータ可
読メモリ内に記憶され得る。指示デバイスは、フローチャート内の1つもしくは複数のプ
ロセスおよび/またはブロック図内の1つもしくは複数のブロックにおける指定された機能
を実施する。
【０１２０】
　これらのコンピュータプログラム命令は、一連の動作ならびに動作およびステップがコ
ンピュータまたは別のプログラム可能データ処理デバイス上で実行され、それによってコ
ンピュータ実施処理を生成するように、コンピュータまたは別のプログラム可能データ処
理デバイスにロードされ得る。したがって、コンピュータまたは別のプログラム可能デー
タ処理デバイス上で実行される命令は、フローチャート内の1つもしくは複数のプロセス
および/またはブロック図内の1つもしくは複数のブロックにおける指定された機能を実施
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するためのステップを提供する。
【０１２１】
　典型的な構成において、コンピューティングデバイスは、1つまたは複数のプロセッサ(
CPU)と、1つまたは複数の入力/出力インターフェースと、1つまたは複数のネットワーク
インターフェースと、1つまたは複数のメモリとを含む。
【０１２２】
　メモリは、非永続的メモリ、ランダムアクセスメモリ(RAM)、不揮発性メモリ、および/
またはコンピュータ可読媒体内にある別の形態、例えば、読み出し専用メモリ(ROM)また
はフラッシュメモリ(フラッシュRAM)を含むことができる。メモリは、コンピュータ可読
媒体の一例である。
【０１２３】
　コンピュータ可読媒体は、任意の方法または技術を使って情報を記憶することができる
永続的、非永続的、可動、および不動媒体を含む。情報は、コンピュータ可読命令、デー
タ構造、プログラムモジュール、または他のデータであり得る。コンピュータ記憶媒体の
例は、限定はしないが、相変化ランダムアクセスメモリ(PRAM)、スタティックランダムア
クセスメモリ(SRAM)、ダイナミックランダムアクセスメモリ(DRAM)、別のタイプのランダ
ムアクセスメモリ(RAM)、読み出し専用メモリ(ROM)、電気的消去可能プログラマブル読み
出し専用メモリ(EEPROM)、フラッシュメモリもしくは別のメモリ技術、コンパクトディス
ク読み出し専用メモリ(CD-ROM)、デジタル多用途ディスク(DVD)もしくは別の光記憶装置
、カセット磁気テープ、磁気テープ/磁気ディスク記憶装置もしくは別の磁気記憶デバイ
ス、または任意の他の非伝送媒体を含む。コンピュータ記憶媒体は、コンピューティング
デバイスによってアクセス可能な情報を記憶するために使用され得る。本明細書における
説明に基づいて、コンピュータ可読媒体は、変調データ信号および搬送波のような一時的
コンピュータ可読媒体(一時的媒体)を含まない。
【０１２４】
　「含む」、「備える」の用語、またはそれらの任意の他の変形は、非排他的な包含をカ
バーすることを意図しているので、要素のリストを含むプロセス、方法、製品、またはデ
バイスが、それらの要素を含むだけでなく、明示的に挙げられていない他の要素も含むか
、または、そのようなプロセス、方法、製品、またはデバイスに固有の要素をさらに含む
ことにさらに留意することに価値がある。より多くの制約なしで、「...を含む」によっ
て先行される要素は、その要素を含むプロセス、方法、製品、またはデバイス内の追加の
同一の要素の存在を排除しない。
【０１２５】
　当業者は、本出願の実装形態が方法、システム、またはコンピュータプログラム製品と
して提供され得ることを理解すべきである。したがって、本出願は、ハードウェアのみの
実装形態、ソフトウェアのみの実装形態、またはソフトウェアとハードウェアの組合せを
用いる実装形態の形態を使用することができる。加えて、本開示は、コンピュータ使用可
能プログラムコードを含む1つまたは複数のコンピュータ使用可能記憶媒体(限定はしない
が、ディスクメモリ、CD-ROM、光メモリなどを含む)上に実装されるコンピュータプログ
ラム製品の形態を使用することができる。
【０１２６】
　本出願について、コンピュータ、例えば、プログラムモジュールによって実行されるコ
ンピュータ実行可能命令の一般的な文脈で説明することができる。一般に、プログラムモ
ジュールは、特定のタスクを実行するか、または特定の抽象データ型を実装するルーチン
、プログラム、オブジェクト、構成要素、データ構造などを含む。本出願は、分散型コン
ピューティング環境においても実施され得る。分散型コンピューティング環境では、通信
ネットワークを介して接続されるリモート処理デバイスによってタスクが実行される。分
散型コンピューティング環境では、プログラムモジュールは、記憶デバイスを含むローカ
ルとリモートの両方のコンピュータ記憶媒体内に配置され得る。
【０１２７】
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　本明細書の実装形態について、漸進的な方法で説明している。実装形態の同じまたは類
似の部分について、実装形態に参照が行われ得る。各実装形態は、他の実装形態との違い
に焦点を当てる。具体的には、システムの実装形態は、方法の実装形態と基本的に類似し
ており、したがって、簡単に説明される。関連部分について、方法の実装形態における関
連説明に参照がなされ得る。
【０１２８】
　前述の説明は、本出願の実装形態であり、本出願を限定することを意図していない。当
業者は、本出願に対して様々な修正および変更をすることができる。本出願の要旨および
原理から逸脱することなくなされるいかなる修正、同等の置き換え、または改善も、本出
願の特許請求の範囲内に入るものとする。
【符号の説明】
【０１２９】
　　501　取得モジュール
　　502　決定モジュール
　　503　検出モジュール
　　504　マッチングモジュール
　　505　位置合わせモジュール

【図１】 【図２】
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